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抄録

　青年期女性の やせ の者の 生活習慣上の 問題点 を明 らかにするこ と を目的 と し て 、15〜29歳女

性住民415人 を対象と した生活習慣調査 を行い 、や せ と生活習慣 との 関連を Fisherの 直接法 と

重回帰分析に よ り検討 した 。

　やせ の 割合 は、15− 19歳、20歳代の 順 に31．3、23．0％ で あっ た 。 普通体型で 自分の 体型を太

め に評価 して い る者に 、ダ イエ
ッ ト経験者 （現在 ダイ エ ッ トをして い る者と過去 に して い た者）

の 割合が有意 に高か っ た こ とか ら、青年期女性に おい て適正体重に関する健康教育が重要で あ

る ことが改め て示 され た。

　15〜19歳で は 、食生活に関する幾 つ か の 項 目で 、 好ま しくない 習慣を有する者 にや せの割合

が高 い と い う結果が得 られ た 。 や せ の 者に食品の組 み合わせ につ い ての 意識が低 い傾 向がみ ら

れた こ と、ご飯 、その他の 野菜 （緑黄色野菜 を除く野菜）、牛乳 ・
乳製品の 摂取頻度の 低 い 者

に BMI が有意 に低 い とい う関連がみ られた こ と、さらに総合的な食品の と りか た の 評価指標で

ある バ ラ ン ス ス コ ア 平均値 が やせ で低い 傾向 を示 した こ とか ら、10歳代後半の や せ の者に対す

るバ ラ ン ス の とれた食事摂取 とい う健康教育をおこ な う必要性が改め て 示 された。20歳代にお

い て は 、喫煙習慣を有す る者ほ ど BMI が低 くなる傾 向がみ られたこ とか ら 、 喫煙 が体型 お よび

健康に及ぼす影響につ い て正 しい 認識を もたせ て禁煙教育を積極 的にすすめて い く必要性が高

い と考え られた 。食生活で は、15〜19歳に比 べ て 、や せ と関連する問題 とな る習慣 は少 なか っ

た が
、

バ ラ ン ス ス コ ア平均値が、普通に比 べ てや せ で低い 傾向 を示 した こ とか ら、15〜19歳 と

同様 に で きるだけ多様 な食品をとる こ と の 重要性 を示 して い く必要性が高い と考 えられ た。

緒言

現在、20歳代女性の BMI （Body 　Mass　Index）がやせ （18，5未満 ）の 割合は、20年前の 1．6倍
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に増加 し、約20％とな っ て い る （健康 ・栄養情報研究会2003）。こ の よ うな若い 女性の BMI の

減少傾向は、先進諸国で は例 を見ない もの で あり、そ の 健康影響が問題視されて い る。やせ 志

向に よる無理なダ イエ ッ トは、貧血 や 月経異常等の 身体的症状 を引 き起 こ し （亀崎 ら1998、多

賀1999）、中高年期以降の骨粗鬆症発症の リス ク を増加 させ る （江澤1999）。 また 、平成 2年に

開始 された厚生労働省の 多目的 コ ホー ト研究で は 、40− 59歳の 中年期女性の 10年聞の 総死亡率

は、BMI が 19．O〜24．9で 低値 を示 し、19．0未満の や せ および25．0以上の 肥満で 高 くな る傾向が

示 されて い る （Tsugane　et　a1．2002）。 この よ うな現状を踏 まえ、「健康 日本 21」 で は、「20歳代

女性 の やせ の者の割合を2010年に は 15％以下に 引 き下げる」とい う数値 目標が示 され た （厚生

労働 省2001）。

　青年期女性の 体型 と生活習慣の 実態に つ い て は、肥満度 と食生活 と の 関連 （宮城1998）、 ダ

イ エ ッ ト行動の 実態、体型認識、身体症状 との 関連 （亀崎ら1998、多賀1999、今井 ら1994）、

ある い は ダイ エ
ッ ト防止教育 を検討 した研究 （赤松 ら2001）が 数多く行われて い る。し か し、

そ の 多くは女子学生 を対象と した もので あり、女性住民の やせ と生活習慣の 関連を示 した報告

は な い 。 そ こ で 本研究で は、15〜29歳女性住民 の やせ と食生活を中心 と した生活習慣 の 関連 を

調 べ て 、青年期女性 に 対す る健康教育の 課題 を明 らか に す る こ とを目的と した 。 本研究は平成

10年度京都府民健康づ くり ・
栄養調査 （京都府保健福祉部2000）の

一
環で あ り、調査の 結果 に

基づ い た 府民の 健康づ くり指針が策定され既 に発表 されて い る （京都府保健福祉部 2001） 。

研究方法

1．対象者

　京都府下 （京都市を除 く）12保健所管内か ら地域区分 （都市部、農村部、漁村部）を考慮 し

て 、人口 比に応 じて無作為に抽出 し た65地区の 2001世帯 （6，
999人）を対象と し て 実施 し た生活

習慣調査 （平均有効 回答率 79．4％ ）の うち 、 15〜29歳代女性 （有効 回答数415人） を解析対象

者 と した。

2．調査時期 お よび 調査方法

　調査時期は平成 10年ll月で 、 調査員が訪問で無記名 自記式調査票 を配布の 後 、 郵送 で 回収す

るか、ある い は郵送 で配布 し て訪問に より回収を行っ た e 調査項 目は、基本属性 と して 6項 目、

身体と健康状況 とし て 14項 目、運動と休養状況と し て 9 項目、喫煙と飲酒状況と して 8項目、

また 、食生 活で は、食事の とり方、食事の 内容及び食生 活へ の意識 に関わる27項 目と食品摂取

頻度29項 目で ある。回答 は数字を記入するか 、 2 〜12個の 選択肢 か ら選 んで回答させ る方式 と

し た 。

3 ．集計及び解析方法

　体型の 評価 に は Body 　Mass 　lndex （BMI ）を用 い た。　 BMI は調査用紙に記入 の 身長と体重か
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ら算出し 、 18．5未満 を痩せ 、18．5以上25未満を普通 、 25以上 を肥満 と区分 した 。

　調査項 目の うち、欠損値の 多い 項 目や運動を しない 理 由などの 各生活習慣状況を直接示 さな

い 質問を除 い た生活習慣項 目につ い て 体型 との 関連性を検討し た。調査項 目の 回答カ テ ゴ リ
ー

は カ テ ゴ リー内容 を考慮 し、か つ 回答状況を参考に して 2 つ の カ テ ゴ リーに再区分 した （表 1）。

また食品摂取頻度に つ い て は、「毎日 2回以上、殆 ん ど毎 日、me　3 〜 5 回 、 週 1 −− 2回、月に

1 〜 2 回、殆ん ど食べ ない 」の 6 カ テ ゴ リーか ら、回答状況 を参考に し て 高 と低の 2 カ テゴ リ
ー

に再区分 した 。

　体型 と生活習慣ある い は食品摂取頻度 と の 関連性は、肥満 とい くつ か の 生活習慣と の 関連が

報告 されて い る こ と （名倉 ら1998、 田中ら2002、田中 ら2003）か ら、やせ と普通体型の者を対

象 と して解析 した 。 肥満者の 割合が 15−− 19歳で 2．7％、20歳代で 3．5％ と少 なか っ た こ とか ら、

肥満者を除くこ とに問題は な い と考 えた
。 まず 、 年代ご とに各質問項 目の 再カ テ ゴ リー化 した

2 区分 と体型 との関連性を Fisherの 直接法 に よ り検討 し た 。 さらに BMI を目的変数、年齢及

び各質問項目の カ テ ゴ リ
ーを説明変数と して ス テ ッ プワ イズ変数増加法に より、変数選択の 基

準 を F 値 が 2以上 と して 重回帰分析 を行 っ た。尚、各質問項目の 再カ テ ゴ リー化 した 2区分 を

ダ ミー変数 1及び 0 として 説明変数に投入 した 。

　また、食品の取 り方の 評価指標で あるバ ラ ン ス ス コ ア を食品群の 摂取頻度よ り算出し、年代

ご とに体型 問の 平均値の 差を比較 した。各年代に おけるバ ラ ン ス ス コ ア が正規分布に従わなか

っ た為、 検定に は Mann −Whitney　test法 を用い た。ス コ アの定義と算出方法は報告済みで ある

の で 省略する （池 田ら1995）。

　以上の 計算に は統計解析ソ フ ト SPSSll．OJを用い た 。

結果

1．健康状況及び 生活習慣

　表 1に体型 との 関連性 を検討 した生活習慣項 目の 各年代 における カ テ ゴ リー 1の 割合及び年

代間の x2 検定結果を示 した 。 年代間で有意 な関連が み られた の は、就業の状況 、 健康作りの

実行 、 定期的な運動習慣 、自由時間、朝食の欠食頻度、夜食、外食お よび間食の 頻度、朝食の

内容 、野菜た っ ぷ りの料理 の 頻度、味付けの 好み 、食品の 組み合わせ の 意識 、 砂糖や塩の と り

過 ぎへ の 意識の 項 目で あ っ た 。

2．体型とダイ エ ッ ト行動の状況

　表 2 に各年代の BMI の 平均値 と BMI 区分の 割合を示 し た 。
　BMI の 平均値と標準偏差 （SD＞

は 15〜19歳 、 20歳代の 順 に20．0± 2，3、20，2± 2．5、や せの 割合は31．3、 23．0％で あり、平均値

と割合の 両者 に お い て年代 との 間に有意な関連性はみ られ なか っ た。

　表 3 に体型区分 ご との 体型認識とダイ エ
ッ トの状況 との 関連 を示 し た 。 自分の 体型 を実際よ
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田 中 ：青年期女性 の や せ と生 活習慣の 関連

表 2　 年代別 BMI 平均値 と体型の 割合

年代 BMl 平均値 SD 　 体型区分

や せ 普通

n （％）

肥満

z2検 定

　 2
（自由度2）

　 　 P
15〜19歳 （112＞ 20．0 2．335 （31．3＞ 74 （66．1） 3（2．7）
20〜29歳 （283） 20．2 2．565 （23．0） 208（73．5） 10（3．5）

2．97 0．226

t ぐP♪ 1） 0．881（0．379）
1）年代間 の BMI 平均値の差の t検定 ：t値 （P 値）

表 3　　体型 認識 とダイエ ッ トの 関連 15〜29歳　（N 冨 393）

体型 体型認識 M％，縦計鵬 ％｝
　ダ イ エ ッ トの 状況　n （％）　　 κ

2検 定　（自由度2＞
現在してい る 過去にしていた したことがなし

κ
2　　　　 P

やせ や せ て い る ・や せ 気味

普通、太 っ て い る ・太 り気味

35 （35．3）
64 （64．7）

O　（0．O＞　　　2　（5．7）　33　（94．3
9（14．1）　　27（42．2）　28　（43．8

｝ 一

全体 99（100．0） 9　（9．1）　　29（29．3）　61　（61．6
普通 や せ て い る ・や せ 気味、普通

太 っ て い る ・太 り気味

130 （46．3）
151 （53．7）

15（11，5）　　49（37．7）　66　（50．8）
35（23得2）　　80（53．0）　36　（23．822

．83 く0．001

全体 281GOO ．0） 50（17．8）　129（45．9）102　（36．3
肥 満 や せ て い る ・や せ 気味、普通

太 っ て い る ・太 り気味

1 （7．ア）
12 （92．3）

0 （O．0＞　 0 （0．0）　 1（100．0
2（16．7）　　　8（66．7）　　2　（16．7

一 　

全体 13（100，0） 2（15．4）　　　8（61．5）　　3　（23．1）

り太めに評価 して い る者の 割合は、やせ で 64．7％ 、普通で 53。7％で あ っ た。普通体型で 、自分

の 体型 を実際 より太め に評価 して い る者で は 、普通 と評価 して い る者に比 べ て 、ダイ エ ッ トを

現在 して い る者や過去 に して い た者の割合が高く、その 関連 は有意で あっ た 。

3．体型 と健康及び生活習慣 との 関連性

　表 4 に は、体型 と健康及び生 活習慣項 目との 関連性 を Fisherの直接法によ り検討 し た結果を

示 した 。体型 との 間に有意 な関連性がみ られた生活習慣項 目は 、15− 19歳で 、「自由時問は
一

日

3時間以上」と 「食品の 組み 合わせ をあ ま り考え ない 」の 2項 目、20歳代で は、「油 っ ぽ い も

の を好 む」の み で あ っ た 。

　表 5 に BMI と生活習慣 との 関連性 を重回帰分析で 検討 した結果を示 した 。 BMI と の 問に 関連

がみ られた （F 値が 2 以上）項 目は、15− 1gueで は、厂自由時間は 1 日 3時間以上」、「昼夕の

欠食は週 1 − 2 回以上」お よび 「食品の 組み合わせ をあ ま り考えな い 」の 3項 目、20歳代で は

「身体 を動 かすこ とを時々心掛 けて い る、あ まり考 えない 」、「喫煙 は時々 、毎 日」、「間食 は 1

日 1回以上」等の 7項 目で あっ た。

4 ．体型 と食品の とり方との関連性

　表 6 に BMI と食品摂取頻度 との 関連性を重回帰分析で検討 し た結果 を示 した 。 BMI との 間に

関連性 がみ られた の は、15− 19歳で ご飯、その 他の 野菜 、 牛乳 ・乳製品、イン ス タ ン ト類、果

物、海藻 、 20歳代で イモ 類、マ ヨ ネーズ 類 、 きの こ 、その 他の 野菜で あっ た 。
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表 4　体型 と健康及び生活習慣 との 関連性

15〜19歳 （109） 20歳代 （273）

項 目カテゴ リ
ー

　体型 区分 （％）

やせ 　 普通　　P
　体型区分 （％）

や せ 　 普通　 　P

定期的な運動 （1回 15分以上）月1〜2回以下

週 1〜2回以上

42．2　 57．8
25．0　 75．00

，06525 ．1　 74．9
21．4　 78．60

．627

自由時間は 1日3時間以上

2時間程度ま で

40．0　 60．0

20．5　 79．50
．03819 ，2　 80．8

27．2　 72．80
．151

朝食は 主食 か 副食の どちらか （食 べ ない を含む〉

主食 と副食がそろ っ て い る

41．9　 58．1
26．2　 73．8O

．09821 ．8　 78．2
26．4　 73．60

，396

油 っ ぽい もの を好む

好ま ない ，どち らともい えな い

31．6　 68、4
32．6　 67．41

．OOO6 ．8　 93．2

27．3　 72．70
，003

濃 い 味付けを好む

薄味 どち らとも い えな い

45．9　 54．1
25．4　 ア4．60

．05030 ．9　 69．1
22．2　 77．8O

．215

食品 の組み合わ せ をあま り考えない

時々 考 える ， 良 く考 える

40．6　 59．4
20．9　 79．10

．03818 ．9　 81．1

26．2　 73．80

．227

砂糖の と り す ぎに 気 をつ けて い ない

い つ も気をつ けて い る、時 々 気を つ け て い る

46．7　 53．3

27．6　 72．40

．07030 ．4　 69．6
22．1　 77．90219

P ； Fisherの直接法、正確 有意確率 （両側），い ずれ か の 年代で P＜0．1の項目の み記載

表 5　 BMI と生活習慣 と の 関連性　重回帰分析 β ：標準化偏回帰係数

15〜19歳 （109） 20歳代 （273）

カ テ ゴ リー1 β P β　　　　P

身体を動か すこ とを時 々 心掛 けて い る ， あ ま り考えな い
一〇．094　 　 0．126

自由時間は 旧 3時間以上 一〇．1590 ．107

喫煙が時々 、毎日
一〇．089　 　 0．140

昼 夕の欠食 は週 1〜2回以上

間食は 旧 1回 以 上

外食は 週 1〜2回以 上

食 べ る の が速 い

油 っ ぽ い もの を好む

食品 の組み 合わ せ をあま り考 えない

0．190

−O．198

0．060

0．051

0．D91　 　 0．138
−0．108　　 0．079

0．097　　 0．109

0．212　　 0．001
0．103　　 0．090

調整済み R2 0．055 0．076

（F 値が2以上 を選択，ス テ ッ プ ワ イズ法）

　表 7 に、食品の とり方の 総合的な評価指標 で ある バ ラ ン ス ス コ ア の BMI 区分別平均値の 差の

検定結果を示 し た 。バ ラ ン ス ス コ ア平均値は15〜19歳で 、20歳代 に比 べ て高い 傾向を示 した。

体型区分間で は両年代 ともに、や せ の 平均値は、普通に くらべ て低 か っ た が、その 差 は有意で

は な か っ た。

考察

1．肥満指標に つ い て

肥満は体脂肪 が過剰に 蓄積 された状態で あ り、 BMI の み か らで は正 し い 肥満の判定は 出来 な
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表 6　 BMI と食品摂取頻度と の 関連性　重回帰分析

β ：標準化偏回帰係数

食品 群 β P 調整済み R2

15〜19歳　（109） ご飯2）

その他の 野菜

牛乳 ・乳製品

イ ン ス タ ン ト類

0．2530
．2240

．2120
．191

0．0110
．0260
．0360
．047 O．147

果物

海藻1）

一〇．214
−0．210

0．0310
．042

20歳代 （273） イ モ 類 1）

マ ヨ ネーズ等1）
0．2190
．119

0．0020
．066

きの こ 1）

その 他の 野菜

一〇．192
−0．148

0．0050
．035

0．054

解析に 用 い た食品群 ：卵，牛乳 ・乳製品
，

肉類 ，
ハ ム ・ソ

ーセ ー
ジ類 ， 魚介 類 （加 工 品 を含む），果

物，汁物，菓子 ，コ
ーヒ ー等，　 ジ ュ

ー
ス 等 （ジ ュ

ー
ス，炭酸飲料），漬物類，煮物等 （煮物，和え物），

大豆製品 （豆腐 ，あげ，納 豆 等），緑黄色 野菜，その他の 野菜、きの こ
， 海草 ， イ モ 類 ， 油料理 （天

ぷ ら，フ ラ イ，油炒め 等），マ ヨ ネ
ーズ 等 （マ ヨ ネ

ーズ， ドレ ッ シ ン グ），イ ン ス タ ン ト類 （イ ン ス タ

ン ト麺 ，
レ トル ト食品 、

コ ロ ッ ケや 餃子等の冷凍食品），ご飯、パ ン の23群
　（質問項 目29食品群 を度数分布状況か ら適宜統合した）
摂取頻度高群 は 毎 日1回以上摂取 ， 但 し　

1＞ で は摂取頻度高群は 週3〜5回以上 ，

2） で は摂取頻度高群

は1日3回以上

P く0．1の項 目のみ掲載

表 7 「やせ」 と 「普通」の バ ラ ン ス ス コ ア平均値の 比較

年代 体型区分 N 平均値

　 　 　 バ ラ ン ス ス コ ア

SD 　　　　　　P1 ＞　　　　　 P2 ）

15〜19歳　　 や せ

　　 　　 　　 普通

4237 70131
　
1

4，5
　　　 ］ 0，211
4．9

全体 106 12．6 4．8 0．080
20歳代 せ

通

や

普

4
農
U

貢
）

0
　

2
0911 5．1

　　　 コ 0．107
4，9

　　　　　　全体　　　　　　 270
P1＞ 「や せ 」と 「普通」間の Mann −Whrtney　test
尸2＞ 年代間の Mann −Whitney　test

ll．7 5，0

い こ とが指摘 されて い る （片岡 1995）。 しか し
一
方で BMI が体脂肪率 と強い 正 の 関連 を示すこ

と （松 田 1990）、BMI に よる肥満の 判定 が糖、脂質代謝異常の健康指標とな りうる こと （吉池

ら2000）か ら本研究で は肥満の指標と して BMI を用い た。但 し BMI 算出に用 い た身長、体重

は 自己申告値で ある。本対象者の 5．ユ％ は同時期に身長 と体重 を計測 し て お り、申告値 と計測

値の平均値 と SD は、身長 （cm ）が 158．2± 4．8、159。6± 5。7、体重 （Kg）が 50．5± 7。2、52．1

± 6．3、及び BMI が 20．2± 2．5、20。4± 2．0で あ っ た 。 各体格値の 申告値 と計測値 間の ピ ァ ソ ン

相関係数は 、各々 0．991、0．993、及び0．988と強い 正の 相関を示 した 。 また BMI の 算出にお い

て 身長、体重の 自己申告値 を用い る こ との 妥当性が報告 されて い るこ と （川 田 ら1994）か ら、

体格値と して 自己申告値 を用 い る こ とに問題 は ない と考え た 。
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2．体型と体型認識

　やせ の者の 割合は 、 15〜19歳 、 20歳代の 順 に31．3、23．0％で あり、同 じ年の 国民栄養調査の

結果、20．4、20．3％と比 べ て 、15〜19歳 で は高い傾 向を示 した 。 青年期女性の理想 とする BMI

は、現実の 平均値より低 く、例えば平成10年国民栄養調査で は、20歳代女性にお い て 、現実の

平均値が 20．　6± 2．9で あるの に対 して 、 理 想とする BMI は 19，1と報告されて い る （健康 ・栄養

情報研究会2000）。 また、同調査 に よると20歳代女性の 普通体型者 で 、自分の 体型 を現実 より

太め に評価 して い る割合は51．1％に 達 し て い る 。 こ の ように青年期女性 に は誤 っ た体型認識 を

もつ 者が 多く、こ の 誤認識が 、その 他の社会環境因子、生理 、心理 的因子 と共に、青年期女性

の ダ イ エ ッ ト行動 に 至 る主 な要 因で ある こ とが指摘されて い る （今井ら1994、西岡 らユ993）。

本研究で も、普通体型 で 自分の 体型 を太 めに評価 して い る割合は 、 15〜29歳で 53．7％で あ り、

ま た、これ らの者にダ イ エ ッ ト経験者 （ダイエ ッ ト群 と過去に し て い た者）の 割合 が有意に高

か っ た こ と か ら 、 青年期女性住民 に 対する 適正体重 に 関する健康教育の 重要性が改め て示 され

た。

3．やせ と生活習慣との関連

　生活習慣病の 予防に は、身体活動量 を増や すこ とが有効で あ り、そ の た めに は意識 の 向上が

不可欠で ある と して 、 「健康 日本21」で は、運動習慣 を持 つ 割合の 増加 に加 え、日常生活の 中

で 意識的 に 身体 を動か すな ど の 運動 を して い る人の 割合 を増やすと い う目標が あ げられて い る

（厚生労働省 2001）。 15− 19歳代で
、 定期的な運動習慣の な い 者に や せ の 割合が高 い 傾向が み

られたが、一方で 、青年期女性の 全体に お い て も、定期 的な運動習慣の な い者や 日常生活の 中

で身体を動かす意識の低 い 者の割合が高く、日常生活 における身体活動量 が低 い 傾向が示 され

た こ とか ら 、 体型に よらず、日常生活で 意識的に 身体 を動 か す こ と を指導 して い くこ とが必要

で あると考 え られた 。

　本研究の 20歳代女性の 喫煙率は 18。0％で あ り、同年の 国民栄養調査に よる19．1％ と同様の 値

で あっ た。近年、若 い 女性 の 喫煙率 は増加 して お り （健康 ・栄養情報研究会2000）、 ま た 、 女

性 の喫煙 は、喫煙者本人の 悪性腫瘍や循環器系疾患の 危険 因子に なるだけで なく、妊娠、出産

お よび育児 を通 し て 次世代の 健康状 態に 悪い 影響を与え る こ とが問題視 されて い る （大井田

2002）。 本研究の 20歳代で は 、重回帰分析にお い て 、 「喫煙が時々
、 毎日」の 者ほ ど BMI が低 く

な る傾向がみ られた。若 い 女性におい て も、体重が抑 えられる、禁煙す ると太 るとい う考えが、

喫煙 、ある い は禁煙 に踏み 切 れな い 理 由の
一

つ にな っ て い る と考え られ る（Joossens　et　al．1999）。

これ らの こ とか ら、青年期女性に対 して 、喫煙 が体型 および健康 に及ぼす影響 につ い て 正 し い

認識をもたせ て 、禁煙教育 を積極的にすすめて い く必 要性が高い と考え られた 。

　食生活にお い ては 、15〜19歳で、好 ま しくない 食習慣 を有す る者に やせ の 割合 が高い とい う

結果が得 られた。「朝食は主食 か副食の どちらか」や 「食品の 組 み合わせ をあまり考 え な い 」

者に やせ の 割合が有意 に高 く、ま た、重回帰分析にお い て も 「食品の 組み合わせ をあまり考 え
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な い 」と BMI と の 間に関連する傾向がみ られ た 。 個々 の 食品の とりか たにお い て も、ご飯、そ

の 他の野菜 、 牛乳・乳製品の摂取頻度の低い 者に BMI が有意 に低い とい う関連がみ られ た 。 さ

らに 、複数の 項 目を組み合わせて 算出 したバ ラ ン ス ス コ ァ に おい て も、有意で は なか っ たが、

普通 に比 べ て やせ で その 平均値が低い傾 向を示 した 。
バ ラ ン ス ス コ ア は、その 値 が高 い ほど、

栄養所要量 に対 して充足 する栄養素の数が 多く、 栄養摂取状況 をよく反映 し て い るこ とが報告

されて い る （池 田ら1995）。これ らの 結果 か ら、生活 の 自由度が高 ま る と考え られ る10歳代後

半の やせ の 者に 対する、バ ラ ン ス の とれ た食事摂取 と い う健康教育をお こ な う重要性が改め て

示 された 。 20歳代にお い て は 、やせ と関連する傾向がみ られた問題 とな る食習慣 は 、外食の 頻

度 が 1〜 2 回以上とイ モ 類の 摂取頻度が週 1 −一　2回以下の 2 つ の 項 目の み で あ っ た 。

一
方で 、

や せ の 者の バ ラ ン ス ス コ ア平均値 は、普通に 比 べ て低 い 傾向 をしめ した 。 本研究は 、 食べ 方と

食品摂取頻度調査で あ り、
一

部の者をの ぞ い て秤量調査 を行 っ て い ない ため、実際の エ ネル ギー

摂取量を評価で きな い が 、 や せ の 者は 、 絶対的な食事摂取量が身体活動量 に くらべ て 少な い 傾

向に ある と推察 され る 。 本研究で 、やせ の 者で バ ラ ン ス ス コ ア が低い傾向が見られた こ とか ら

も、やせ の者で は、栄養摂取状況が 、普通 に比べ て悪い 可能性が示 され、20歳代の やせ の 者 に

対 し て も、15〜19歳 と同様 に 、で きるだ け多様 な食品 をとる こ との 重要性を示 して い くこ との

必要性が高い と考 え られた e
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